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さつまホームは地球温暖化防止に取り組んでいます 

環境庁「京都議定書の概要」 
 http://www.env.go.jp/earth/cop6/3-2.html 
京都議定書の詳細がわかるサイト 

首相官邸キッズルーム「京都議定書」 
 http://www.kantei.go.jp/jp/kids/
magazine/0502/5_0_index.html 
お子様向け版京都議定書の解説サイト 

トピック 編集後記 すごい約束しちゃったのかも・・・ 

この「京都議定書」ですが、こと外交という側

面から見れば日本の失策ですね。決議された

時点で、日本の省エネ技術は欧米より1歩も2

歩も先を行っていたのですから、たとえ同じ削

減率でも、日本は世界一過酷な削減義務を引

き受けたことに。でも約束しちゃったし・・・。 
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地球温暖化防止と 
環境共生住宅を考える 

● 「京都議定書達成は可能」報告書を発表 

 環境省と経済産業省の合同審議会

は京都議定書が課す温暖化ガス削減

目標の達成に向けた最終報告をまとめ

た。政府や自治体、企業が削減策を着

実に実施すれば「（議定書の）目標は達

成しうる」と明記。これをベースに3/28

に新計画が閣議決定された。 

● 道路財源「温暖化対策に」 

3/22町村官房長官は道路特定財源

の見直し問題について、一般財源化した

場合、主に森林整備、排出権取引、環

境技術開発などの温暖化対策費に振り

向けるべきとの考えを講演で示した。 

 

http://www.satsumahome.com/letter.html 

☆ますは概要をおさらい 

京都議定書の概要 

● 先進国の温室効果ガス排出量につ

いて、法的拘束力のある数値目標を

各国毎に設定 

● 国際的に協調して、目標を達成する

ための仕組みを導入（排出量取引、

クリーン開発メカニズム、共同実施な

ど） 

● 途上国に対しては、数値目標などの

新たな義務は導入せず 

● 数値目標 

 ※先進国全体で少なくとも５％削減を目指す  

☆未達成国にはさらに重い削減義務が 

この目標を達成できなかったら、次の様な

罰則があります。 

1. 達成できなかった削減量の1.3倍を次の

約束期間で削減する 

2. 遵守行動計画の作成（今後どうやって下

げるのかを説明する） 

3. 排出量取引で海外へクレジットを売る資

格を失う 

この3つの罰則からわかるとおり、CO2の削

減を後回しにすればするほど、各期間にお

ける目標を達成することはさらに難しくな

り、国際的な立場も苦しくなるわけです。 

(補足)この罰則は、マラケシュ合意の中で公式

に定められたものですが、現在のところ法的拘

束力はありません。法的拘束力を持たせるかど

うかについて活発な議論が行われています。 

☆日本の現状は・・・ 

下のグラフに示すように、およそ+8％と大

幅な増加となっています。（2005年時点） 

未達成の場合、その分は排出権購入など

で埋め合わせる必要があります。地球環境

悪化という負の遺産に加え、日本は経済的

にもまた次世代にツケを回そうとしていま

す。今、みんなで始めないと、子供達の負

担は本当に大変な事になってしまいます。 

お知らせ バックナンバーをプレゼント 

多数のお申込みありがとうございます。

引き続き『地球暮らし』全バックナンバー

プレゼント実施中です。右記のEメールか

FAXまでお申込み下さい。 

4月 ・・・・・・がいよいよスタートします  
 みなさんこんにちは、さつまホームの瀧川です。私の周りでも桜が咲き始めました。これぞ日本の

春ですね、本当に美しいものです。お酒と花粉の苦手な私でも、ちょっと「お花見したいぞ」という気

分です。さて、ガソリン税の暫定税率が3月末で失効し、今月からガソリンがうんと安くなりました。こ

んな事を書いたら怒られるかも知れませんが、これって温暖化防止には逆噴射ですよ。いよいよ今

月から「あれ」が始まるのに・・・です。今回は、その「あれ」を再確認したいと思います。 

 京都議定書～1990年比マイナス6％ 今月から第一約束期間がスタートします～ 

G20諸国の温室効果ガス排出量（2003年度） 

対象ガス ： 二酸化炭素、メタン、一酸化

二窒素、HFC、PFC、SF6 

吸収源 ： 森林等の吸収源による温室効

果ガス吸収量を算入  

基準年 ： 1990年 (HFC､PFC､SF6 は、
1995年としてもよい） 

目標期間 ： 2008年から2012年  

目標： 各国毎の目標→日本△6％、
米国△7％、ＥＵ△8％等 

目標：-6% 

実態：+8% 

基準年 
CO2、メタン、一酸化二窒素は1990年度 
フロン類(HFCs、PFCs、SFs）は1995年度 

※CO2換算 
出展：温室効果ガ
スインベントリ 
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